
平成™œ年˜˜月™Ÿ日 木曜日 第�˜Ÿ˜号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

不
動
沢
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す
る

河
川
及
び
道
路
の
う
ち
、
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の
河

川
敷
及
び
道
路
敷

山
梨
県
甲
府
市
塚
原
町

字
北
山

一
三
一
七
番

一
三
一
八
番
一

一
三
一
八
番
内
一

一
三
二
〇
番
七

字
東
山

一
二
六
二
番
四

一
二
六
二
番
六

一
二
六
二
番
二
〇

一
三
〇
六
番

一
三
〇
七
番

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
一
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六

年
政
令
第
百
六
十
号
）第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項（
同

令
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七

十
二
号
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
規
定

に
よ
る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利
率
を
定

め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

附
則
第
三
項
の
表
利
率
欄
中
「
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」

を
「
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
が
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
四
日
以
降
に

締
結
し
た
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五

年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第

四
項
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給

の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六

十
七
号
）
第
百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復

興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
十
二

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附

則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
に
係
る
契

約
（
以
下
単
に
「
契
約
」
と
い
う
。）か
ら
適
用
し
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
二
号

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運

輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
、
第
四

十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第

四
十
八
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大

臣
が
認
定
す
る
講
習
を
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
に

次
の
と
お
り
認
定
し
た
の
で
、
第
四
十
七
条
の
九
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
一
条
の
十
一
第
一
号
の
規
定

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
以
下
「
運
輸
規

則
」
と
い
う
。）第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
（
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第

四
十
七
条
の
九
第
三
項
、第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
、

第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
十
八
条
の
十
二

第
二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を

定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第

四
百
五
十
四
号
）
の
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
礎

講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習
（
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
運
輸
規
則
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
、
第
四
十
八

条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第

四
十
八
条
の
十
二
第
二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る

講
習
の
種
類
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国

土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
四
号
）
の
第
二
条
第
二

号
に
掲
げ
る
一
般
講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習

四

運
輸
規
則
第
四
十
八
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
三
号

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
平
成
二
年
運

輸
省
令
第
二
十
二
号
）
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
す
る
講
習
を
平

成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
に
次
の
と
お
り
認
定
し
た
の

で
、
第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の

十
一
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
以
下
「
安

全
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規

則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二

十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項
の
運
行
の

管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定
め
る
告
示
（
平

成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号
）

の
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
礎
講
習
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

二

安
全
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
輸
送
安
全
規
則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第

二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定

め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四

百
五
十
五
号
）
の
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
講

習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

安
全
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習

四

安
全
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
山
城
自
動
車
教
習
所

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
大
字
多
賀
小
字
西
北
河
原

四
九
番
地

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
四
号

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運

輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
、
第
四

十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第

四
十
八
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大

臣
が
認
定
す
る
講
習
を
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
に

次
の
と
お
り
認
定
し
た
の
で
、
第
四
十
七
条
の
九
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
一
条
の
十
一
第
一
号
の
規
定

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
以
下
「
運
輸
規

則
」
と
い
う
。）第
四
十
七
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
ア
ジ
マ
自
動
車
学
校

œ
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